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　　　　　　　促音の調音上の特徴について
高　田　正　治
1．はじめに
　標準語の音韻体系の中で溌音などと共に特別な位置を占める促音は，ふつ
う，語頭に立つごとがなく，つねに母音フォネームに従属し，かつ，無声子
音フォネーームの前にのみ現われる無声のさまたげ音である。そして，促音は，
ほぼ1二分の長さをもっことの他に，声道内での呼気流を急に妨げて作られ
ることが，共通の特微として指摘されている。しかし，これらの指摘は内省
を主とした観察結果によるもので，客観的な立場から明らかにされていると
はいいがたい。そこで，今回，その実態の一部をX線映画資料及びダイナミ
ックパラトグラムによって観察し，そこからえられた結果に．ついて若干の考
察を加えたので，ここに報告する。なお，標準語とは牙弓に，シラビーム方言
としての青森方雷における促音の三態を客観的に明かにすることも試み，3
・一@6にそめ結果を述べた。
2　資
｝?
　この報告では，1965年に収録された圏立国語研究所所有の16ma　X線映晒
「臼本語の発音」（撮影速度＝1／24秒，発話者＝上村幸雄琉球大学教授一東京
生れ，東京育ち一）の中から，次の個所をえらんで，計測と分析の主な対象
とした。なお，（）の中の数宇は，このX線映繭フィルムの中に入っている
整理番号を示す。
　資料1　促音を構成要素としている次の無意味音節列。なお，この報告で
は，多種多様な促音を一括してqで表すことにする。
　a”qpa，　anqta，　a”qsa，　a”qka，　a－qha　（2－36）
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　資料ff　CVつ：CV型というフォネーームの組合せからなる次の無意昧音節
列。
　（1）　pa”：pa　（1－4），　（2）　ta”：ta　（1－10），
　（3）　sa”：sa　（1－12），　（4）　kai：ka　（1－22），
　（5）　hai：ha　（i－28）
　このX線映画には，資料1のV「qCV型の促音資料と対比するのに適した
V「CV型の資料が含まれていないので，ここでは止むをえず資料HのCV「：CV
型をその代りに使うことにした。分析面でのこのような欠陥を補うために，
次のダイナミックパラトグラム資料（装置は，リオンKK製のDP－1型を使
用。調音時における舌と口蓋との接触状態の時間的変化をしらべる装置で，
直径1㎜の金電極64個が配置された厚さ約1㎜の人工q蓋を被験者の上顎に
装着し，調音時の舌と口藍との接触の有無を，その電極のon－offで検出する
ようになっている。舌と鷺蓋の接触の情報は毎秒64フレームのこまかさで得
ることができ，その個々のフレームの時間軸上の位置をソナグラム上に指定
することもできる。この装置から得られた資料を，以下でDP資料と呼ぶ。）
を追撫資料として加えた。
　資料m　qの有無だけで弁別的な対立を示すペアを組むことのできる以下
の8語。なお，これは，資料1，Hの発話者とは別の東京方書話者2名の3
圃つつの発話によるDP資料である。
　（2）oqto（夫），（2）uqta（売った），（3）iqta（行った），（4）ka、qta（勝った）
　（5）oto（音），（6）uta（歌），　　　（7）lta（居た），　　（8）ka「ta（肩）
　資料1，∬のX線二三資料については，当該発話区間のすべてのフレーム
をトレースし，声道各部（図1）の内径の計測を主として行い，各計測部位
ごとに，その計測値の推移を示す時間カーブを作った。そして，資料1とH
のあいだで，同一計測部位ごとに，この時問カーブを比較することによって，
促音の特徴を求めてみることにした。
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第1麟　声道の計測部位
　上記資料の他に，この報告では青森方言の促音を調査対象にしているが，
その時使用した発話資料は，3－6に示してある。
3　結 果
3－3　下あごの開き
　下あごの胴きの計測は，上門歯先端と上の第2小臼歯につめられた金属の
補翼物の映像の下端とをむすぶ直線を計測用基準線（図1のC－N）とし，
この基準線と下門歯先端との最短距離を求め，これを下あごの朋きとした。
なお，下門歯先端がこの基準線より下にあればプラス，上にあれぽマイナス
の値をあたえることにした。
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　資料1のvnqCV　＃］と，資料Eのcvn：CV　twから，　Cか同一であるペア
ごとに（例えば，資料1のa、qpaと資料■一（1）のpa「：pa）下あごの開きの
時間カーブを重ね掃わせたものが図乞である。なお，両者の重ね合わせば，
V「qCV型の第1のVの終端と，　CV「：CV型のV「：の終端とを重ね合わせ
の基準時点（▽印）とし，vnqCV　agの時間カーブを実線で，　cvn：CV型の
それを点線で示した。また，それぞれの晴間カーブの中にしるされている短
い縦線によって個々の音素境界の位置を示しておいた。（以下の図でも同じ）
　この図2から，ViqCV型のふたつのVにおける下あごの開きが，　cvi：CV
型のV：やVのそれよりも大きめになっている傾向がa「qkaのぼあいを除
いてみられる。誇張して発音した単独のaや，誇張ぎみに発音した単独のCV
型の母＝音aにおける下あごの開きが，誇張をそえないで発音したときのそれ
に比べて大きいというX線映画の観測結果（1973，上村・高田）から，この
V「qCV型の・・qに卸郷モ｛うのV≧簾騒寛一うのV三三鶉
発音されているものと考えられる。このζとは，真白を〔ma∫∫iro］，真四角
を［ma∫∫ikak田］などのように．，当該語が本来もっている意味を更：に強調し
ようとするぼあいに，促音が挿入される傾向があることと関連があるように
思われる。
　Pa　2のa「qpa，　a「qta，　a「qsaの3者のqp，　qt，　qs区間内における時間カ
ーブを対応するCV「：CV型の語中のCにおけるそれと比較してみるξ、，・
CV「：CV型では語中のC区間の中：央冠近で下あごの撃方印へのピー一　4がみ
られるが，vnqCV型のqC区間で嫡3労いづれもそのピークがqC区閥の肇
端部に現われている。このうごきは，V「qCV型ではqp，　qt，　qsの持続部に
おける閉鎖運動あるいは狭窄運動のピークが，その後端付近に現われること
を示唆しているように思われる。
　このことを確めるためel　，資料班の（D夫／oqto／，（2）売っだ／uqta／，（4＞勝
・た／ka「Gt・／の三つ騨融伸び・そのDP酬から・・興野閉鎖
形成のたあの舌と口蓋との接触領域が最大となる時点を求めてみだ♂（歯3）
　なお，この資料の群々の単語のqt匿閥長の値が一定していないので，こ
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図4　／6qto／のqt区間におけ
　　　るDPパタンの推移の例
の図では，qtの全長を100として．変換処
理して示してあるので，横軸の0が嬢区
間の始端の位置に，100が終端の位置に
相当している。また，この図3で，最大接
触がさまざまな長さで示されているのは，
DP上の最大接触が最短で3フレーーム，
最長で12フレーム（1フレーム：1／64秒）
の長さにわたって現われていたためである。この雌寄接三時におけるDPパ
タンは，図4ζ例示したように；歯列にそって形成される馬蹄形の閉鎖の幅
が増加した姿で現われている諏お，この最大撚塒のDPパタ癒隅一
人の発話による／ton：to／の二らのtのそれと比べてみると，語中のtより
も語頭のtのパタンに近い傾向がみられる。
　下あごのうどきに比べて，より薩接的に観測できる図3のDP資料からも，
tの閉鎖のための接触が；虚区間の後半，つまり，詫の破裂の直前でピーク
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に達している傾向が示されている。そして，このqt区間内におけるDPパタ
ンの推移をみると，qに相当する前半の部分では，　t型の軽い閉鎖が保たれ
ているだけであるような印象をうける。
3－2　調音体（articulator）のうごき
　資料1のV「qCV型のqC区閥において，閉鎖あるいは狭窄の持続部の形
成に薩接参加する音声器官（articulator，この報告では調音体と呼ぶことに
する）は，qに後続するCの種類によって，属，舌先，中舌などとなってい
る。
　これらの調音体のうちで，X線映像上で比較的計測精度のよい讐を調音体
としているa「qpaだけを対象として，第1モーラのaからqpにかけての唇
のうごきをみるために図5を作った。この図5には，左側にa「qpaを，右側
に比較のためにpa「：paのa：から二つめのPへかけての唇のうごきを示し
ておいた。そして，この図5では，贋の開き（縦軸）を下あごの開き（横軸）
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図5　語中のpの入りわたりにおける唇の開きと下あごの開き
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との関係で承しておいた。また，國中の数字はX線映画のフレーム番弩を示
し，太い実線によって，ソナグラムから読みとったa又はa：の母音区間を
示しておいた。この図5から，次の点を指摘することができる。
①aのための唇の最大1粥口状態から，後続のPの閉鎖へ向っての閉方向へ
の唇の運動開始賭点が，pa「：paのぼあいよりもa、qpaの1まあいの方が約1
フレーム遅くな：っており，aXqpaのqに先行するaのための唇の開きのピー
クがより後方まで保持されている。
②　先行母音aのための唇の最大裾ロの程度は，aiqpa，　pa「：paの両者と
も同程度となっているが，（なお，このときの下あごの開きは，anqpaのば
あいの方が約2鱗大きい。）この最大開口から閉鎖に至るまでの唇の移行疇間
を比べてみると，a：qpaの方が約1フレーム分短かくなっており，a「「qpaの
ぼあいの移行運動がより速くおこなわれたことがわかる。①でえられた特徴
とともに，a「qpaにみられる調音体のこのような一連のうごきが，　qの直前
の母音の畠わたりに添えられる急な声下めに関与しているように思われる。
③図5の爾図について，唇の最大開口位置から閉鎖までのうごきの勅跡の
型を比べてみると，a「qpaが直線的であるのに射してpan：paの方は曲線
的になっている。このちがいには，唇の開閉運動にかかわりの深い下あごり，
唇に対しての協調運動のちがいが反映されており，ここでは，aiqpaの唇と
下あごがより協調的な運動をおこなっている。
　④aiqpaの第1e一うのaの音が発せられるタイミングが，唇の開きが
最大値にほぼ達する時点（太線の始点）となっている。この傾向が，資料1
の他の発音でもみられることから，V「qCV型の語頭の輝音の入りわたりの
起声特微との関連が考えられるが，ここでは，資料不足を否めない。なお，
これの反転した姿がV「qCV型の語末の母音の膿わたりにも現われる傾向が
みられる。
　この資料1のうち，a「qtaのqt三三では，舌先が調音に参加するが，この
ときの舌先のX線映像は，上の歯列や上顎骨などの堅い構造物と重なってい
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るため解像度がわるく観灘不能であった。そこで，資料璽の夫／OCIto／その
他の8個の単語を対象として，語頭モーラの母音から後続のtへの移行区間
における，DPの接触電極の増加パタンによって，上述の②の分析，つまり，
そのとぎの調音体としての舌先の運動のはやさを抽出することを試みてみる
ために図6を作ってみた。この図6は，話者M．Y．だけのDPによって作ら
れている。この話老の歯茎の突起が，図6の看側の上顎正中断面図く被験者
の上顎の石膏型を正中線上で切断して作図した）と人工口蓋図とで添したよ
うに，歯に最も近い人工口蓋の第1贋（以下，G1と呼ぶ）の位概にあるため
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　図6　第2筆一つの入りわたりにおける雪の閉鎖運動速度（3殿の発話平均）
に，この三春が発したtの閉鎖形成には，このG1が最も多く関与している。
そこで，ここでは，17掘の電極からなるこのG！だけを対象として）・雪の接
触を示すON電極（以下，　ON　E．R．と略す）の1フレーム（1／64秒）ごと
の増加数を求め図示した。図6の図中のvoic　offset　t量me（以下，　V．　O．　T．
と略す）の縦軸は，第1モーラの母音の後端（ソナグラムの母音パタンの）
の位置を示している。そして，夫などの促音を含む語（以下，促含譲と略す）
の計測結果を実線で，音などの促音を含まない語（以下，非促語と略す）の
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それを点線で示してある。これらの実線や点線の左端が，tの閉鎖のための
ONE．R．が増えだした時点であり，右端がtの閉鎖パタンが形成された時…
点である。また，、フレームごとのONE．R．の増加数は，実線や二二の中の
隣りあう矢印闘の長さで示されている。
　この図中の4対のミニマルペアを通して，①V．0．T．1薩萌の玉～2フレー
ムにおける，ONE。R．の増回数が促同語の方で多い傾向が全般的にみられ
る。②いずれのぼあいも，V．　O．　T．の時点では閉鎖が，まだ，形成しきれて
いないが，この時点から閉鎖形成までの時間が，促含語の方が短い傾向がみ
られる。以上の①，②の結果から，舌先が調音体のばあいでも，促三三のぼ
あいの閉鎖運動がより速くおこなわれていることがわかる。
3一一3　喉　　　葺嚢
　X線映像上での喉頭部の計測は，いわゆる毒言のはり，ゆるみや口腔内籏
の吸収作用との関連が指摘されている喉頭の出口の広さを示す部位（図1の
M－M’）を対象として行った。資料1とHの，この計測値の時閥カーヅを重
ね合わせたものが図7である。
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　　　　　図7　喉頑の甲州腔への出口の広さの時間カー一一　7’の比較
　喉頭のこの部分の広さは，V「qCV型，　CW：CV型の両者をとおして，母
音で狭く，子音の持続区：間で広くなっている傾向が図7に示されている。こ
の子音の持続区間における底がりのピーーク幽現時点を，この二つの型につい
てみると，VつqCV型では持続二三の出わたり付近にそれが現われているが，
CV「：CV型では二つめの子音の入りわたり付近に現われている傾向がみら
れ，このピーク時点は二つの型のそれぞれの音節境界とほぼ一致している。
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また，この広がりのピークへ向うための運動の開始時点を比べてみると，
CV「：CV型ではV：の中央付近からうごきはじめている傾向がみられるが，
V「qCV型におけるそれは，うしろにずれこんでag　1のVとqの境界，ある
いはそれよりもややうしろよりになっている傾向がみられる。このことは，
V「qCV型の第1モーラのVと後続するqとの結合が，　CV「：CV型におけ
るV：と後続するCとのあいだのそれよりも密であることを示しているよう
に思われる。
　また，上述のV「qcv型のqCの持続部の繊わたり付近における広がりの
ピークの出現が，舌を調音体としていない♂qpaにおいてもみられることか
ら，（この喉頭の出日における広さは，舌の形づくりによっても規制される）
このピークの娼現には，このときの日腔内圧の大きさが関連をもっているも
のと思われる。なお，このピーク時点がqCの持続部の出わたり付近に現わ
れるという特徴について，琉球大の上村幸雄氏から，qC（C皿無声破裂音）
のCの並製が無気的になる傾向をもっていること，そして，そのために破裂
の直前で口腔内圧の上昇を吸収するためのうごきが，このように現われてい
るのではないかという捌商をうけた。（上村氏からの私信）
　このqに後続する無声破裂音が無気的な性質をもっていることを確かめる
ために，この際，次のような合成語（テープ編集方式による）による予備的
なききとり実験を行ってみた。
　このききとり実験では，「売った」という合成語を使用したが，そのため
にまず，2種類のウ（娼わたりがtで終るIlrZlt］と声門閉鎖で終る［UI？］）と
2種類のタ（蒋気の［tta］と無気のこt’a］）を，東京方言話者1名がそれぞれ
独立に発音した録音テープと，促音の無音区間用としてのゼロ録音テープと
を編集用素材として用意し，rutqtta，　uxtqt’a，　ZXI？qtta，　ufqt’aの4個の合
成語を作った。なお，このとき，qtの無音持続区間の長さは，同一一L話老が自
然に発音したr売った」の第王モーラのuと後続するqtとの長さの比によっ
て求めた。この4欄の合成語を用いて，一対比較法によるききとり実験を16
名について行った。この予備的なききとり実験で，より「売った」らしくき
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こえたものを集計して高得点から順次ならべると，wtqt’a（90点），　cu，qt’a
（55点），zutqtta（32点），　tu？qt“a（15点）という結果がえられ，　qに後続す
るtが無気音であるばあいの方がやはり高得点をえていた。
3－4　促音における閉鎖・狭窄の開始タイミング
　促音は後続する無声子音の持続部と周じ調音姿勢をとるが，それが形成さ
れはじめるタイミングを，この資料1のX線映：像とソナグラムで調べてみる
と，a「qpaでは辱の閉鎖が，　a「qkaでは中舌の口蓋への閉鎖が，直前の宿雨
とqのほぼ境界に現われているのがよみとられた。a「qta，　a、qsaのぼあいの
の養先はX線像が不鮮明であるため確認できないが，否先に近い良馬頭分の
X線映懲のうごきから，qの始点付近において閉鎖や狭窄がほぼ形成されて
いるようである。なお，後N，念のためにとったpa　一一話者による同一テキス
トの数回のDP資料では，推定どうりのうごきが示されていた。このような
傾向が，他の標準語話者のDP資料でも示されていることから，ふつうの発
話では，直荊の母音とqの境界で，後続の無声子音の持続部における調音姿
勢がほぼととのえられるのが一般的であるといえよう。　（q区間内において，
閉鎖や狭窄を形成させないで，ただ，無音状態をつづけるような発音が，促
含語にゆるされるとしても）
　バッグ，ベッドなどのように，外来語では促音のあとに蒋声子音が組合わ
さるぽあいがある。そこで，調音の機構からみて，有声状態の持続部を長く持
続させつづけにくい有声閉鎖子音が，促音に後続する子音として配されたば
あいの，q＋9（この報告では，　Cに有声の補助記号vを添えて有声子音を表
すことにした。）の持続部の調音の実態をしらべてみることにし，／a”qda：／，
／a「qra：／の無意味音節列を，東京方言話老3名が2罎つつ発音したときの
DP資料を追加収集した。（3名のうちの1名は／a「qda／，／a「qra／を収録。）
　この追加資料のqd，　qr虫聞をソナグラムでみると，ソナグラムパタンの
上で，図8に並べたような三つのタイプを巨視的に見出すことができた。図8
では，3名の発話老（K．S．，M．T。，Y．　T．）の／aiqda：／を上段に，／a、qra：／
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を下段に示してある。なお，このソ
ナグラムには，ピッチ推移及び有声
区間の推移をみるために，狭帯域フ
　ィルターによる周波数分析結果の一
部を上下反転した肇で最上部に示し
てある。・また，ソナグラムのベース
ラインの下の口盛りは，同時に採っ
鵠∴齢灘簾甥
区閥は，i当該有声子音のための閣鎖
　（あるいは不完全閉鎖）が持続して
いた区問を示し，斜線が囮のばあ
・いは完全閉鎖を，魎のばあいが不
完全閉鎖を示している。また，各ソ
ナグラムの下に添えてあるDP図は，
右側か舌の開放直前のフレr・一・・ム，左
側がONE．R．数カミ最：大に達したと
きのフレームである。
　q十C区間のソナグラムパタンの
側面だけからこの図をみると，④（1），
②のように，q＋9区閥金域にわた
って先行’buzz　bar（閉鎖持続中に
発つせられる有声音のソナグラムパ
タソで，ベースラインのすぐ上に見
える横縞。）が現われているばあい
　と，◎（3），（4）のように，q十C区：
問の中央付近で先行buzz、barが消
失するか，あるいは弱まっているぽ
9“9
あいと，◎⑤，⑥のように，先行buzz　barがq十C区間の終端付近だけに
現われているぼあいの三つのタイプが見出せる。これを発話者別にみると，
K．S．が④型，　M．　T．が◎型，　Y．　T．が◎型ときれいにわかれており，この
ような，標準語の中で例外的につかわれている特別な促含語（有声子音が促
音に後続している語）の発話時には，調音上の個人的なくせがそこに比較的
容易に現われてくるようである。
　音響の側面だけから，q十G仏間をみると，このような三つの型がここで
はとり出されるが，舌の調音の側面からみると，ソナグラムの下に入れた斜
線区閥が示すように，いずれのぼあいも，Cが無声子音であるばあいと同様
に，ほぼq十9の全区：聞で，妾該有声子音のための閉鎖あるいは不完全閉鎖
が形成されている。にもかかわらず，その時，作り出される音に上記の如き
三つの型が現われるのは，喉頭及び呼気の翻御の仕方に欄人差があるためと
考えられる。④型の調音は，この制御が比較的巧みにおこなわれていたぼあ
いのものであろうし，◎型のばあいは，④型の実現を鼠指してスタートした
ものの，途中でbuzz　barを持続させることができなくなって氏むをえず中
休みしたぼあいのもののようにみえるし，◎型のぼあいでは，q＋C区閲の
終端近くまで声帯を全く振動させず，その終端付近において，qに後続する
dやrを生成するために必要な最少時間だけ声帯を振動させているようにみ
うけられる。
3－5　持続時間
　標準語の促音は，ふつう，VqCV（C＝パ，タ，カ，サ行の子音音素）の環
境下での出現がゆるされている。音響の側面では，qと後続するCとの境界
を見出すことがむずかしいので，qそのものの持続時問を直接ソナグラム上
で計測することはできない。
　そこで，資料1については，V「qCV型の第1のV，　q十C，第2のVのそ
れぞれの長さを計測することにし，延べ4回（X線映画資料1園と，追加に
収録した同一話者のDP発話資料3圓）のすべての発話を計測し，平均値に
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図9　V触CV型における構成要素別時間占膚合（4剛の発話平均）
よって図9を作った。
　この図9に示してあるV”qCV型の5者全体の平均値を求めてみると，語
頭のaが2◎．4％，昼十Cの区間が57．2％，最後のaが22．4％の割合となる・
なお，このV「qCV型の促音資料は，　V「NCV型の擁音資料♂即a，　a「Nta，
a「Nsa，　a「Ncja，　anNra，　anNl〈a（整理番号1－35）に引きつづいて発音され
たものである。促音資料の直隠で発音されたV「NCV型のこの溌音資料でも，
持続時間の比率を求めてみると，alN一一　C：aは23％：54％：24％となっ
ており，資料1のV「qCV型の促音資料のそれに近い割合となっている。な
お，この撲i音資料のV「NCV型の中のN区間は，　qのぼあいと異なりソナグ
ラム上で比較的容易に境界を求めることができたので，このNの持続時間を
計測した。その結果，V「NCV型のN率C区間の54％は，　N　：＝　24％，　C二30
％と細分できた。
　このvnNCV型の溌音資料に引きつづいて，岡じリズムで発音された図9
のV「qCV型の促音資料の中のqの占有率を，このviNCV型のNの占有率
から推定してみると，平均で25．6％という値がえられた。
　以上では，qの持続時間の推定を試みたが，　qに隣接するモーラの持続時
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　　図10促音を含む語と促音を會まない語の
　　　　持続時間（3阿の発話平；均。）
しているが，
の持続聴問から，
求めたもので，
悶をしらべるために，資料N
の夫と音，売ったと歌，行っ
たと居た，勝ったと肩の4組
のミニマルペア（広義の）のそ
れぞれの語について，構成要
素別に持続時欄を計測し，図
10を作った。この図10は，資
料頂の話者のうちの1名（M．
Y．）の3図つつの発話による
もので，3回の発話の平均値
で作ってある。なお，この図
でほ，8個の単語を，第1モ
ーラと第2モーラの境界を配
列の基準点として作図してあ
る。また，この図では，長さ
の蟻位にMという記号を使用
　　　　　　このMは，音，歌，罵た，肩の4個の非促諾の全発話（12例）
　　　　　　　　1n」　一ラ当りの平均所要時問（以下，平均招長と呼ぶ）を
　　　　　　　このぼあい0．16秒であったが，この数値を，ここで仮りに，
この単語発話時の平均弓長とした。このMを非促語のみから求めたのは，q
のような特殊なモー・うの持続時間が，他のモーラのそれに比べて，特別な長
さをもっことが予測されたからである。
　この図10から、t以下の点を指摘することができる。
①第1モ・・一うの長さ
　それぞれのミエマルペアの中で，三三語の第1モーラの方が，一貫して長
くなっている様子がこの図からわかる。なお，勝った／肩のペアd）第1モー
ルのkaの持続時事は，　kの閉鎖中の三間は計測不能であるので，このばあ
いは，kの破裂のあとの気音と母音との区間長を図示し，てある。
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　との4対からえられた差を平均値でみると，促含語の方が0．i6MS＜くなっ
ている。なお，ここの例では，促音に先行する一e　一ラが第1モーーラにおかれ
たぼあいであるが，それが，第2モーラにおかれたばあいでも隅様な傾向が，
他の予簡実験的なデ・一・タでも示していた。
　このようにチ促音の直前のモーラが比較的長めになることには，当該モー
ラに，、後続するqのための調音上の箇別のふるまい（前述の3一一1でみられ
海大きめな下あごの開：きや，1－2でみられた調音体の運動ピTクがより後
1方まで保持されるうごき）が添えられるごとがその一閃をになっている1よう
に思われる6、、
②　語末のモーーラの長：さ
　促含語のぼあいの語末のモーラ嫁，当該区間の抽娼が不可能であるので，
ζこでは，tの破裂以降の持続時聞だけを比較の対象とすることにした。
　この区間は，促雲叢と非議語のあいだでの大小関係に一定の方向がみられ
ないが，tの破裂藏後の気欝の区間では非促語の方が一一貫して長めになって
おり，促含語の／ta／や／to／がより無気白勺になっていることが示されている。
なお，図中で，この気音区間（hの区問）が示されていない欄所が二，三あ
砿・撚・一・”　・7“’E殖で気費・9タ・面面されなか・た漸である・
③　qの長さ
　図10の各ミ＝…K’ルペアの語は，促音の有無だけの違いによっ七えらんであ
るので，両巻の長さの差が促音の長さに根当するという，ごく単純な見解か
らここでqの長さを推定してみることにする。なお，語全休の長さの差をと
ると，q以外の余分な要閃が入ってくるので，ここでは，促二三の語中のq
－t’C三品の長さと，非雲鳥の謡中の対話するCの母さとの差儀C℃の値を求
めてみる・とにした・そ艦長は，ツ詔等のぼily・で・・瞬売・た諏で
1・45晦．一義蕪／／願で↓’3煎・脇た／翫1・13回忌の引照で1・2雨
とな6ており，ζのぼあいqの閉鎖持続山烏が，ほぼ1モーラ強の長さでコ
ントロールされていたことになる。また，ここで推定されたqの平均値1．　25
Mの値の助けをかりて，、この促認証のモーラ添肴間占有率を求めてみると，
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五つの語全体の平均で，語頭の第1モーラが17．　5％，qが35．6％，語誌のモ
ーラが46．8（24．8十22．0）％の割合で並んでいることになる。
3－6　三三方言の健音
　方言の申には，促音・三音・長音のような特殊モ・・一うの発音が1モーラ分
の長さをもたず，その存在意識が低い，．いわゆるシラビーム方言といわれて
いるものがある。このような方言における促音の実態については，いまだ，
客観的に調べられていないようなので，この際，青森方言（西津軽郡　深浦
町方言）のDP資料によって，その実態の一端を客観的に明かにすることを
試みた。
　この胃的のために，青森県深浦町のnat圭ve　speaker土岐　哲託（昭祁21
年生れ）に次の10語（促音の有無だけのちがいで5紺のミニマルペアが組め
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3M
深浦方雷と標準語の
る）の一二を，人工口蓋を装着した状態で，独立に3回づっ発音してもらっ
た。なお，比較の必要から，標準語話者1名による同一テキストの標準語D
P資料も収録した。
　一斉〔ΦSsΦ．y異性［ese●］
　突進巨0337噴／都心巨OS7ηコ
振った［Φ夢£a］／蓋［（btPta3
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2 3　　　　　4翫
縞器
の寵号を用いることにした。また，あっさり／浅蝉1のペアではアクセントを
そろえることができなかったが，宿題心する第1，第2モーラの部分のピッ
チ推移が岡型であるので使用することにした。
　この発話資料のソナグラムによって，個々の語の構成要素の持続時間を計
測し，その平均値によって，深浦方言，標準語の二図からなる図11を作った。
この図では，図10同様に，10個の語を第1モーラと第2モーラの境界を配列
の基準点として添してあり，また，長さの単位には平均縦長Mを使用してい
る。なお，このMの算娼は，この10語と共に採録した同一話春による一連の
発話資料の中から，促音などの特殊モi一ラを含まない語を数例えらびだして
求めた。このようにして求めたMの値は深浦方言のぼあいで0．15秒，標準語
のぼあいで0，16秒であった。その他，突進，都心の語頭モーラは，tの閉鎖
持続蒔間がソナグラム上で計測不能であるので，この図では，tの破裂後の
気音と母音の区間の長さだけ示しておいた。切手，来てのペアの語頭モーラ
も伺じ扱いをしているが，このぼあいはソナグラムパタン上で気音と1の境
界が判然としなかったので，気音÷1の区間長を示しておいた。
①　qの長さ及び調音体のうごき
　図11の，出島語のq÷C匿問と，対を組む皇霊語の対応する部分のCの長
さの差は，平均値で標準語のぼあいが1．06Mとなっており，標準譜のぼあい
ではほぼ1モー一一ラ強の差が現われているが，深浦画品のばあいのそれは0．17
Mと，標準語のばあいと比べて非常に小さい。このように，この深浦方言の
ばあいでは，促結語の方が約0．2モ・・一一ラ弱長くなっているだけであるが，5
対のミエマルベアすべてで促含語の方が一貫して長くなっていることから，
この：方需では，促音の存在を，ζの9÷C区間の持続時間0増加彦）」；に示そ
うとする請音努力が一応もたれているといえよう。
　次に，この第十C区間での，舌による閉鎖あるいはに狭窄の程度を，DP
資料（3回の発話平均）によってしらべてみることにした。
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　標準語のぼあいの，振った／蓋，切手／来ての4語の語中のq＋t及びt
における閉鎖の程度を，閉鎖ピーク時のDPの接触電極数によって比較して
みると，各ペアとも促含語のぼあいの方が大きい値を示していた。また，あ
っざり／晶出，突進／都心，一斉／異性の6語の語中のs又は∫の狭めの程
度を，寸恩時の狭め部分め非接触面極数によって比較してみると，三三語の
ぼあいの方がより狭まっている傾向が示されていた。このように，促含語の
方が，閉鎖音ではその閉鎖領域が広く，摩擦音ではその狭めがつよくなって
いる傾向は，他の標準語によるDP調査（1975，宮脇他）でも報告されてい
ることから，標準語のぼあいの一般的な特徴と思われる。
　一方，深浦春雷のばあいのそれは，摩擦音の狭窄の程度では，促三三と非
促語のあいだで差が見いだされなかったが，閉鎖音の閉鎖領域の広さでは，
標準語同様に促感温の方が広いという結果が示されており，この方君では，
当該区間内において，持続時閤の側面の他に，調音の側画でも促音のための
特別な翻御が加えられているようである。
　なお，深浦方言の振った／蓋，切手／来ての4語を対象として，第2モーー
ラのtの閉鎖が形成されるタイミングをDPで観察してみると，いずれの語
のぼあいでも，標準語同様にソナグラム上の第1モーラと第2モーラの境界
点で閉鎖が形成されていた。
②qの直前のモーラ
　図11の深浦方番及び標準語の各ペア内で，qの直前のモーラの長さを比較
してみると，図10の他の話者による標準語のばあいのように促無血の方が一
貫して長くなってはいないが，全体の傾向として，ここでも，やはり促含語
の方が長めになっているといえそうである。深浦方言におけるこの特微の有
無については，今後，追加資料を通して確めていく予定である。
　なお，今図の，この方蕎の分析過程で，促音以外の特徴が若干見出された
ので，以下に，それをあげておく。
　語頭のモーラの長さを図11の深浦方欝と標準語のあいだで比較してみると，
一斉，異性の2語以外の8語では方言の方h：一・貫して長くfs　・）ている。この
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ような結果は，この方言では語頭のモ…一ラが長めに発音される傾向をもって
いることを添唆しているように思われるので，今後，より組織的な調査によ
って，この性質を確めていく予定である。
　その他，図11の深浦方言の突進，都心の2語の絶讃モーラの，tのあとの
気音が，後続の母音。の2倍近い長さとなっている点が，標準語のそれと比
欝欝撫tt・　；認讐秘隠総驚㌘
　　　　　　　　　　　　　　　　標準語のぼあいでは，舌の閉鎖開放i
　　　　　　　　　　　　　　　　後の0への移行運動そのもので終始し
　　　　　　　　　　　　　　　　　ているが，深浦方言の長い気音区間で
　　　　　　　　　　　　　　　　　は，この移行運動につづいて後続母音
thOsS手n　　　　　　　語では／to／の母音区間にそれがほぼ収
　　　↑　深浦方書　　　　　　　　まっている様子が，oの第2フオルv
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図12　深浦方言と標準語の「爽進」
　　　のソナグラムの例
ントの推移からよみとれるが，深浦方
書のそれは前漏りとなって気音の摩擦
パタンの中にくいこんでしまっており，
この気音の後半がEgコ的になっている
ようである。
　このように，無声破裂音の破裂後の
気音がきわだって長めになっているC
とは，図11の深浦方言の振った，蓋，
切手，来ての語中のtの破裂後の気音
が標華語のそれと比べて長めになって
いる点でも示されているし，また，こ
の：方欝の他の単誘の中にも全般的にみ
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られることから，この方言では，～般に強めの呼気によって無声破裂音が調
音されているものと推定される。
　また，無声破裂音の気音の長さには，先行する無声破裂音の種類によって
ps？t＜kとなる傾向が，また，騰一の子音の中では，後続する母音の種類
によって広母音く狭母音となる傾向が，この方書や標準語で全般的にみられ
る。
　これらの特微が，この地方の方言にみられる破裂音の破擦音化現象（例え
ば，短→k3のをひきおこさせる素地の一つになっているように考えられる。
4　あとがき
　X線映画及びダイナミックパラトグラムを主な資料として，標準藷及び青
森方書め促音調音時における声道の実態の一部を明らかにすると共に，そこ
からえられた特微について若干の考察を加えた。なお，今後にのこされた課
題として次の点をあげることができよう。
（1）ここでえられたX線映画による標準語及びDPによる青森方言の結果は，
あくまで一人の話者によるものであるので，より多くの話春によってたしか
められるべきである。
（2）ここで紺象とした促音を含む資料は，限られた音声環境下におかれたぼ
あいのものだけであるので，一音が他の音声環境下におかれたぼあいについ
ても調べられるべきである。
（3）この報告は，H本語の特殊音節の調音，音響上の実態を明らかにするた
めに，前圏の報告「二三の実験音声学的研究」に引きつづいてまとめたもの
である。次回は，もう一つの特殊音節である長母音フォネームについての同
様な三三を予定している。
　最後に，本報告をまとめるに当り，さまざまな形でかかわりをもたれた上村幸雄氏
（琉球大学），土岐　哲氏（名古狸大学），沢島政行，広瀬　肇（莱京大学）および国
立国語班究所内の関係諸氏に謝意を表します。
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